
20 

農
家
を
訪
ね
て 

V
O
L
．30
　
編
集
部
　
羽
場
友
理
枝

 

き
っ
か
け
は
自
然
薯

24 

農
業
機
械
の「
い
ろ
は
」　
編
集
部  

上
島
枝
三
子

 

ト
ラ
ク
タ
ー

26 

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
探
索
食
記
　
鳥
居
青
葉

 

キ
ウ
ィ

28 

農
の
点
景
　
瀧
沢
郁
雄

　
　 

に
わ
に
は

30 

レ
ポ
ー
ト　
編
集
部
　
羽
場
友
理
枝

　

 

学
校
給
食
か
ら
見
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み

　
　 

第
13
回 

全
国
学
校
給
食
甲
子
園

35 

地
産
地
消
の
人
々 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．33
　
全
国
農
産
物
直
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

森
岡
亜
紀

 

花
や
季
節
飾
り
の
需
要
に
応
え
る

36 

発
酵
に
学
ぶ 

其
の
十
三
　
編
集
部
　
羽
場
友
理
枝

 

カ
ネ
イ
シ
の〝
い
し
り
〞

40 

土
か
ら
育
て
る 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．23
　
編
集
部  

毛
賀
澤
明
宏

 

「
自
然
資
本
経
営
」の
観
点
か
ら
の

    

土
づ
く
り
・
レ
ン
コ
ン
づ
く
り

 

|
農
事
組
合
法
人
O
n
e（
石
川
県
金
沢
市
） 
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
野
義
隆
さ
ん
を
訪
ね
て
|

44 

家
族
に
つ
く
り
た
い 

く
つ
ろ
ぎ
ご
は
ん

 

お
こ
わ
蓮
根

46 

全
国
直
売
所
訪
問
記  

奈
良
編　
編
集
部  

柳
澤
愛
由
　

 

「
道
の
駅
大
和
路
へ
ぐ
り 

く
ま
が
し
ス
テ
ー
シ
ョン
」

　

 

「
あ
す
か
夢
販
売
所
」

50 

売
上
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
方
法
を
探
る  

第
18
回
　
編
集
部  

毛
賀
澤
明
宏

 

販
売
増
進
に
売
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
機
能
を
活
用
す
る

54 

地
域
野
菜
あ
ま
か
ら
訪
問
記
　
信
州
大
学
学
術
研
究
院
農
学
系
准
教
授  

松
島
憲
一

 

風
穴
の
漬
け
菜
、安
曇
の―

稲
核
菜―

56 

直
売
所
に
向
け
た
野
菜
作
り
　
コ
ス
モ
フ
ァ
ー
ム
代
表  

中
村
敏
樹

 

今
後
の
農
業
、差
別
化
か
ら
多
様
性
へ

58 

田
舎
で
働
く
若
者 

32
　
前
田
晴
香

 

直
売
所「
ピ
ュア
」の
在
り
方
〜
地
域
の
皆
様
と
共
に
〜

60 

農
工
大
野
見
山
教
授
の
農
業
経
済 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．34

 

地
元
の
魅
力
を
発
信
す
る
料
理
人

61 

書
籍
紹
介

 

志
ん
生
の
食
卓

62 

次
号
予
告

 

編
集
後
記

　本特集の事例紹介で登場する（株）
田切農産がある長野県飯島町の田ん
ぼの様子を撮影した写真。除草剤を
使わず、手と除草機で草取りを行っ
ている。飯島町では環境に配慮した
農業を行う人が多い。P12で紹介
する田切農産の紫芝さんもその1人
だ。
　集落の農地の維持のため全国的に
推進された「集落営農」という形も、
10年余りが経過した今、変化を余
儀なくされている。なかなか良い答
えは出ないかもしれないが、集落の
農業を守るという目的は、決して失
くしてはいけないものだと感じる。
（関連＝特集「集落営農」P６）
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